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本事業では、新潟県十日町市でのワークショップ実施を通じて、

RESASを活用した新しいワークショップとして次頁のモデルを考案した。

従来との相違点は、

官民でのフラットな議論を積み重ねながら作り上げた提言を、

役所幹部層へ報告する流れをとることで、様々な意見を集約しながら実行
性の高い政策を立案できることにある。

その分従来のモデルに比べて一定の時間・労力を要するものではあるが、
別添資料等をフォーマットとして転用することで、他自治体でも同様の取組
を進めることが期待できる。

今後実施される政策立案ワークショップでは、もちろん次頁の全てのステッ
プが実施されることが理想ではあるが、例えば「論点の洗い出し」を行った
後に従来実施してきた「RESAS出前講座」を行う等、各ステップを部分的
に取り入れることも検討されたい。

はじめに
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RESASを活用した政策立案WSの実施スキーム

ワークショップ参加者（民間事業者等）への事前ヒアリング等を通じて、テーマに関し「どん
な事象が起こっているのか」「関係者はどんな課題感を持っているのか」などを整理。

整理した論点に関係するデータを洗い出し、収集してグラフ等へ加工・分析。
「どんなデータが必要か？」自治体職員とのワークショップ形式でRESAS以外も広く検討
することや、RESASの使用についてはハンズオンでの支援を行うことが有効。

民間事業者等を含めたメンバーで、ワークショップを実施。分析したデータを見ながら、「こ
のテーマにおいては、この課題を解決したい」という論点を見出す。視野を広げるため、参
加者以外へのヒアリング（フィールドワーク）等を行っても良い。

民間事業者等を含めたメンバーで、ワークショップを実施。絞り込んだ論点に対し、「どのよ
うな取組が必要か」「その取組を実現するためには、誰が何をする必要があるのか」「その
中で、行政だからできる／行政にしかできないもの＝政策は何か」を検討する。

役所幹部層、ワークショップ参加者（民間事業者等）送り出し元等に対し、作成した資料に
基づき報告

データに基づく現状・必要な取組・政策提案について、資料に整理。
必要に応じて、再度データ収集・分析等を行うことが望ましい。

論点の洗い出し

データ収集・分析

論点の絞り込み

具体的提案の
検討

資料作成

成果報告

観光、産業振興、教育、人口問題等、各自治体・部署の抱える課題感をもとに設定。テーマ設定
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実施内容（概要）
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ワークショップ実施地域（新潟県十日町市）

十日町市は、新潟県中越地方で長野県との県境に位置する、

日本でも有数の豪雪地帯です。

アートによる地域活性化先進事例としての「大地の芸術祭」や、

織物や農作物をはじめとする数々の地場産業を有しながらも、

人口減少・少子高齢化による担い手不足や耕作放棄地の増加等、

さまざまな地域課題を抱えています。

【基本情報】

・人口 ： 5.333万人

・面積 ： 590.39平方キロメートル

・高齢化率：36.0％ （全国平均 26.6％）

・産業 ：稲作を主体とする農業（魚沼産コシヒカリ等）、織物

温泉やアートのあるまちづくりを活かした観光、など

【本事業における十日町市の実施体制】

◆ 産業観光部観光交流課観光企画係 ・・・2名（係長を含む）

◆ 産業観光部観光交流課芸術祭企画係 ・・・3名（係長を含む）

裾野の広い「観光産業」の振興を通じた地域課題の解決を企図し、「観光」を
テーマに、RESAS等を活用しながら官民でのディスカッションにより政策立案
につなげるワークショップを実施
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本事業の流れ

市役所職員による、論点データ集の作成
事前ヒアリングをもとに、WS第2回で想定される論点や、その論点に必要な主要
データをRESASを活用して洗い出す。データを整理/分析して論点データ集を作成。

論点データ集をもとに、官民での対話
市役所職員/民間メンバー計13人で、論点データ集や実感をもとに十日町市の現状を
分析。今後特に注力すべき視点や必要な取り組みについて対話。

ワークショップ参加者以外の市民等の意見を確認
WS第2回で洗い出された論点に対して、ワークショップ参加者以外の民間事業者や、
十日町市出身の大学生等にヒアリングを行い、幅広い視野で内容を精査。

あらためて、十日町市の現状、必要な取組を検討
フィールドワークで得られたフィードバック等により絞り込んだ論点に対し、グルー
プに分かれて、現状分析、必要な取組／実現プラン、将来像等をディスカッション。

成果報告
市役所幹部、その他参加メンバーの送り出し元組織に対し、ブラッシュアップ期間に
作成した資料をもとに成果報告

これまでのディスカッションを、提言としてとりまとめ
市役所職員が主体となってワークショップ等の内容を資料に落とし込みながら、適宜、
その他参加メンバーと追加のディスカッションを実施。

WS(第1回)
7/22

WS(第2回)
7/31

フィールドワーク
8/11-12

（8/19報告会を実施）

WS(第3回)
8/２７

ブラッシュアップ

成果報告会
9/25

WSの民間参加者ひとりひとりへの事前調査
普段の業務や十日町の観光について考えていること、関心ごと等をヒアリング。事前ヒアリング

7/20-21

約2か月

リディラバWS参加者 市役所職員 フィールドワーク協力者関係者 ：
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スタッフ紹介・実施体制

梅原慎吾（メインファシリテーター）
東北大学卒業後、東京都庁にて税務やICTによる業務改善等に9年間従事したのち、

リディラバに参画。地方自治体の計画策定、データ活用の支援等、省庁・自治体案件を複
数担当。

井上朝雄（全体統括・ファシリテーター）
東京大学卒業後、株式会社文藝春秋をへてリディラバに参画。経済産業省との

実証事業「未来の教室」プログラムを担当し、翌年に自社事業化。

事業開発チームリーダー兼社長室長として多数の案件を統括するほか、法人案件も複
数担当。

その他3名のファシリテーター・運営補助スタッフが事業をサポート。

現地ワークショップでは、
メインファシリテーターと他2名のスタッフにて、プログラムを実施。
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実施内容（詳細）
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事前ヒアリング （7月20-21日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ 民間コアメンバーの日頃の活動や考え等を理解し、ワークショップで論点となりうるポイントを

想定することで、効率的・効果的なデータ活用（イシュードリブンなデータ収集・分析）につなげ

る。

✓ 民間コアメンバーと事前のコミュニケーションを取ることで、ワークショップの円滑な遂行に資す

る良好な関係性を構築する。

ワークショップへの参加者として、十日町市の「観光」に関わる市内の民間事業者を8名選定。

ワークショップ開催前に、本人や団体の活動といった基礎情報や、十日町市の観光に対する想い

や課題感等のヒアリングを行った。

• 各1時間程度のヒアリングで、実施前の狙いは概ね達成することが出来た。

• 特に、複数名へのヒアリングを重ねる中で重複・相違する意見が見られたことが、論点の絞り

込みという点において有意義な成果だった。

• また、今回はすべてのヒアリングを民間コアメンバーの日常的な勤務地において行った。民間コ

アメンバーの話しやすさや、場所から発想を受けた会話が生まれることを考えると、可能な限り

役所会議室等ではなく、先方の勤務地において実施するのが望ましい。

• さらに、今回はヒアリングの過程で、民間コアメンバーからも貴重なデータの提供を受けた（鉄

道の乗客数、観光協会に対する問い合わせ状況等）。これにより、以後さらに幅広いデータの

分析が可能になっている。

• 今回はスケジュールの都合上、ワークショップ①の前日まで事前ヒアリングを実施した。本来的

には、事前ヒアリングの結果を丁寧に整理するため、ワークショップ①の一週間前までを目途に

実施するのが望ましい。

リディラバWS参加者 市役所職員関係者 ：

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※本事業における「テーマ設定」については、
市役所職員との協議の中で決定しており、
特筆すべき論点がないため、割愛した。
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事前ヒアリング （7月20-21日）

# 民間メンバー所属先

1 金融機関

2 地域旅行会社

3 観光協会

4 鉄道会社

5 商工会議所

6 地域旅行会社（温泉施設運営）

7 大地の芸術祭運営団体（NPO法人）

8 地域産物小売業者（着物販売等）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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事前ヒアリング （7月20-21日 @十日町市）

＜質問内容例＞

⚫ 現在の仕事内容/仕事への想いや至った経緯

⚫ 地域や「観光」との、仕事・プライベートを通じた関わり/課題感

⚫ インバウンドについての所感/感じること

⚫ 他事業者同士とのつながり

⚫ 十日町市の印象

⚫ これがあれば（イベントや二次交通など）活性化すると思う施策

⚫ コロナで変わったこと/これから何を目指していくとよいと思うか

⚫ 今後やりたいと思うこと
etc...

上段、2つの問いを中心に相手の興味関心や領域に応じて1時間程度ヒアリングを行った。

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※ヒアリング議事録の詳細は別添資料1のとおり
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市役所職員

ワークショップ第1回 （7月22日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ 単にデータを眺めるのではなく、イシュードリブンで必要なデータを洗い出す作業を体験する。

✓ RESAS等を、ハンズオンの支援を受けながら使用する機会を創出する。

事前ヒアリングの結果を元に、市役所職員にて、ワークショップ②で想定される論点や、

各論点に対する主要なデータを洗い出した。また、実際にRESAS等を使いながら洗い出した

データを整理・分析し、ワークショップ②で使用する論点データ集を作成した。

• イシュードリブンで必要なデータを洗い出すという点については、ワークショップ形式で外部の

ファシリテーター（リディラバ社員）が入りながら自由な議論を行ったことで、当初想定していな

かった多くの必要なデータを抽出することが出来た。

• 参加した十日町市役所職員はRESASをほとんど利用したことがなく、基本的な画面遷移等か

ら説明が必要な状態であった。そのため、今回のようなハンズオンでの作業支援は有効なもの

であったと考える。

• 観光入込客数等、業務用の端末から持ち出しが困難なデータも存在したが、当日は印刷した

紙ベースで分析の切り口を議論することで、以後の円滑な作業につなげることができた。

• 上記も含め、当日時間内で必要なデータを収集することは出来たものの、それを可視化・分析

することについては、終了後のオンラインでのメンタリング（1週間程度）で行った部分も多い。

ただし、可視化・分析について使用したツールはエクセル・パワーポイント（一部、無料・オンライ

ンのテキストマイニングツールhttps://textmining.userlocal.jp/も使用）のみであり、市役

所職員も日常的に慣れ親しんだツールであることから、メールでの資料のやりとり及びオンライ

ンミーティング（１時間×２回）で十分な成果を出すことが出来ている

リディラバ関係者 ：

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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ワークショップ第1回 （7月22日）

◆ チェックイン
・本事業で目指すゴール

◆ ディスカッション①
・「現状分析の枠組み」を考える
・事前ヒアリングの共有
・分析のフレームワーク案

◆ ディスカッション②
・「こんなデータがほしい」を考える

◆ テーブルファシリレクチャー
・スムーズなアイデア出しのために担っ
てほしい役割について

◆ 論点データ集の作成
・「必要なデータ」を探す
・RESASの見方/使い方
・データの抽出

開始時間 終了時間 所要時間 概要

10：００ 10：10 ０：１０ イントロダクション
（挨拶、自己紹介）

10：10 10：20 ０：１０ チェックイン

10：20 11：05 ０：４５ ディスカッション①

１１：０５ １１：１５ ０：１０ 小休憩

１１：１５ １２：００ ０：４５ ディスカッション②

12：00 13：00 １：００ 昼休憩

13：00 １３：３０ 0：30 WS第二回でのテーブルファシリのレク
チャー

１３：３０ １７：００ ３：３０ RESASを使って論点データ集作成

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※使用スライドの詳細は別添資料２のとおり
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実施風景・使用スライド例 （WS第1回）

▲チェックイン ▲ディスカッション①
事前ヒアリングをもとに、民間メンバーが課題感を感じていそう
な内容を大まかに分類してフレームワークを作る。
これをもとに必要なデータを探していく。

本事業を通じて何を達成したいのかの目線合わせを行う。

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第1回）

▲ディスカッション②

▲テーブルファシリレクチャー

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第1回）

▲RESASやその他のデータを活用して抽出/分析し作成した論点データ集（一部抜粋）

必要なデータを見つけたら、まずはスクリーンショット等で素材を集める。紙媒体はコピーをしてマーカーなどでハイライト。
すべて集めた後に、必要なデータだけを抜粋してエクセルでグラフを作成したり、データから分かることを簡単にまとめていく。

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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ワークショップ第2回 （7月31日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ 客観的なデータを立脚点にすることで立場の異なる参加者が対等に議論する場を生み出す。
✓ データからの気づきをもとに、新たな視点で必要な取り組みを議論する。
✓ 各参加者に、議論する楽しみや、「まち」に対する主体性を感取させることで、今後の本事業
のプロセスに主体的に関与する土壌を作る。

市役所職員・民間コアメンバーにより、論点データ集や参加者の実体験・実感をもとに十日町市

の現状を分析。さらに、現状を踏まえ、今後必要となる取組について対話を行った。

• 立場の異なる参加者間での円滑な議論という点では、RESASをはじめとしたデータの可視化
が非常に有効であった。一般的なワークショップと比較して、議論の飛躍や散逸を抑え、対話の
やりとりを活発にする効果が大きかったものと考える。

• 特に今回、イントロダクションにおいて、主にRESASのデータを利用しながら、「そもそもなぜ今、
観光振興について考えるのか？」をファシリテーターからレクチャーした。こうした大局的、根源
的な問いを考え、参加者の目線を揃えることができるのは、RESASの持つ大きな力であると
考える。

• データからの気づきやそれに基づく取組という点では、「単に市内のイベントの数を数え、一覧
表にしたもの」や、「別事業で作成されていた市民アンケートの結果をあらためて可視化したも
の」から多くの参加者が気づきを得ていたことが印象的である。多くの自治体において、こうし
た「ひと手間によって新たな気づきを生み出す可能性を持った情報」は既に保有しているもの
と思われる。事前ヒアリング等のプロセスを経てイシュードリブンで必要なデータの洗い出しを
行うことで、潜在的な価値を持つ情報を「データ」として活用することが出来るはずである。

• また、今回「データから得た気づきの共有」は30分の時間配分で実施したが、議論は尽きず、
参加者から「時間が足りなかった」「もっと話したかった」との声が多く聞かれた。今後実施す
る上では、このパートにより多くの時間を割くことも検討して良いと考える。

リディラバWS参加者 市役所職員関係者 ：

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告



19©Ridilover CO..LTD. All Rights reserved.

ワークショップ第2回 （7月31日）

◆ イントロダクション
・今回のWSで目指すもの
・WSのグランドルール

◆ データから見る十日町と「観光」
・論点データ集作成の経緯

◆ チェックイン
・「自分と観光との関わり」チーム内共有

◆ 論点データ集の読み合わせ
・ポジティブな気づきには赤、ネガティブな
気づきには黄色でハイライト

◆ ディスカッション①
・「データから得た気づきの共有」

◆ ディスカッション②
・「十日町の強み/弱みとは？」

◆ ディスカッション③
・「これからどんな取り組みが必要か？」

◆ 全体発表

開始時間 終了時間 所要時間 概要

09：００ 09：10 ０：１０ イントロダクション

0９：10 ０９：2５ ０：１５ 自己紹介

09：2５ 09：3５ ０：１０ データから見る十日町市と「観光」

０９：３５ ０９：５５ ０：２０ チェックイン/アイスブレイク

０９：５５ １０：２０ ０：２５ 論点データ集の読み合わせ

1０：２0 1０：４0 ０：２０ ディスカッション①

１０：４０ １０：５０ ０：１０ 小休憩

1０：５0 １１：１０ 0：２0 ディスカッション②

１１：１０ １１：３０ ０：２０ ディスカッション③

11：30 １１：５０ ０：２０ 全体発表

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※使用スライドの詳細は別添資料３のとおり
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実施風景・使用スライド例 （WS第2回）

▲イントロダクション 会の冒頭では、
十日町の基本データとして
・人口推移
・主要産業の出荷額
・農業産出額や従事者の推移
・大地の芸術祭の経済波及効果
等を示すとともに、

「なぜ今観光振興に取り組
むべきなのか」についての
目線合わせを行った。

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第2回）

▲チェックイン/データの読み合わせ

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第2回）

▲ディスカッション①

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第2回）

▲ディスカッション②

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第2回）

▲ディスカッション③

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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市役所職員

フィールドワーク （8月11-12日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ ワークショップ参加者以外の意見をもとにワークショップ（第2回）での結果を検証することで、

以後より多くの視点を取り込んだディスカッションを行う。

✓ 関係者の実体験や実感を聴取し、データの背後にある事象についての理解を深める。

ワークショップ（第２回）のディスカッション内容を１枚のスライドに整理し、それに対する意見を聴

取する形で、９名（一人１時間程度）のヒアリングを行った。

今回は、ワークショップ（第２回）で提示された論点を踏まえ、市内の観光関連事業者及び、十日

町市出身の若者（市外の大学に通う学生等）、計9名を対象とした。

• 「交通の不便さ」がそのまま観光資源になり得るという独自な意見や、「地域資源は第一に地

域の歴史・文化」と「歴史文化に特化しすぎると再訪を促す観光にはならない」という対立する

意見が得られる等、より多くの視点を取り込むという狙いは十分達成されたものと考える。

• また、若者世代の当事者から、「地域の良さを知ることの重要性も分かるが、地域特有の閉鎖

性や押しつけの強さから抜け出したい気持ちもある」「観光系の大学（市外）に進学し、大学

立地地域に密着した取組を進めている」「若者を活用した情報発信等既にあるが、「何を発信

するのか」から若者が関われるようにしてほしい」等の率直な意見を聴取し、 「観光客増加に

意欲的な10代」が「地域外に流出」し「若者主体の取組が生まれていない」というデータから

の気づきの背後にある事象・原因を理解することに繋がった。こうした知見は、フィールドワーク

を実施したからこそ得られたものであると考える。

フィールドワーク協力者関係者 ： リディラバ（オンライン）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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# フィールドワーク協力者（ヒアリング先）

1 地域産業振興団体 職員

2 小売業（地域特産品） 代表取締役

3 観光タクシー事業者 代表取締役

4 地域温泉組合 組合長

5 キャンプ場運営会社 常務取締役

6 （十日町市出身の若年層・大学生）

7 （十日町市出身の若年層・大学生）

8 （十日町市出身の若年層・大学生）

9 （十日町市出身の若年層）

フィールドワーク （8月11-12日）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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＜質問内容例＞

⚫ 事業概要

⚫ 現在の仕事内容/略歴

⚫ WSで取りまとめをした内容の説明/率直に気になった点や感想

⚫ 地域資源の磨き上げについてどう思うか/必要な取組は何か

⚫ 十日町市が目指していく方向性は何だと思うか/魅力とは何か

⚫ 既に実際に行っている人が周りにいるか

⚫ やってみたいと思う取組はあるか

⚫ 取組によって効果が出るイメージを持てるか
etc...

上段、3つの問いを中心に相手の興味関心や領域に応じて1時間程度ヒアリングを行う。

⇒後日、WS参加メンバー有志、フィールドワーク協力者有志、十日町市役所職員が集まって、
フィールドワークで得られた意見やフィードバックを共有した。（リディラバはオンライン参加）

フィールドワーク （8月11-12日）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （フィールドワーク）

←メインファシリテーター

←補助スタッフ

←ヒアリング対象者

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※使用スライド/ヒアリング議事録の詳細は別添資料４,５のとおり
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ワークショップ第3回 （8月27日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ 参加者の希望に沿ったグループ（テーマ）ごとに分かれることで、深い議論を誘導する。
✓ 民間・行政・市民の役割分担を考えることで、「行政だからできる／行政にしかできない」を
発見し、より実行性／実効性の高い提言を創出する。

事前に聴取した参加者の希望に沿って、「若者と地域・観光」「地域資源の磨き上げ」「理想的な
イベント・交通・宿泊のあり方」の３グループに分かれてディスカッションを実施した。
論点データ集やこれまでのワークショップ／フィールドワークの結果を踏まえて、あらためて各テー
マに関する強み・弱みを分析した上で必要な取組を導出したことに加え、その取組を実現するた
めのプランとして官民の役割分担についても議論した。
また、今回のワークショップを経て各参加者がたどり着いた「観光を通じて実現したい十日町市
の未来」についても対話を行った。

• 希望制のグループだったこと、各グループに１名ずつファシリテーター（リディラバ社員）が参画
したことが奏功し、全ての参加者の主体的・意欲的な活動のもと、「若者主体の取組を実現す
る包括的な支援」「芸術祭と地元産業の新しい連携策」「『非日常』をコンセプトとした一体的
プロモーション」という取組を取りまとめることができた。

• また、詳細にディスカッションのフレームワーク（4W1H等）を提示することで、取組を実現する
ためのプランについてもメンバー全員が同じ方向を向いて拡散することなく議論することがで
きた。

• 一方、全体４時間という設定の中で実施したが、多様な意見が出される中で、都度データ等の
根拠に立ち戻りながら議論していくことは時間的にも困難であった。様々な参加者の自由な発
想／意見を活かすためにも、発散・収束のための（官民での）ワークショップと、その前後での
（行政職員による）データ分析作業、という分担を明確にして進行することが望ましい。

WS参加者 市役所職員関係者 ： リディラバ（オンライン）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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◆ イントロダクション/アイスブレイク
・これまでの振り返り
・WSのグランドルール

◆ ディスカッション①
・「あらためて、十日町市の現状を考え
る」

◆ ディスカッション②
・「実現プランを考える」

◆ ディスカッション③
・ 「観光を通じて実現したい未来の十
日町市を考える」

開始時間 終了時間 所要時間 概要

1３：００ 1３：10 ０：１０ イントロダクション

1３：10 10：20 ０：１０ アイスブレイク

1３：20 1４：２5 １：０５ ディスカッション①

１４：２５ １４：３５ ０：１０ 小休憩

１４：３５ １５：３０ ０：５５ ディスカッション②

1５：３0 1５：４５ ０：１５ 全体共有①

1５：４５ １５：５５ 0：１0 小休憩

１５：５５ １６：２５ ０：３０ ディスカッション③

１６：２５ １６：４０ ０：１５ 全体共有②

１６：４０ １７：００ ０：２０ クロージング

ワークショップ第3回 （8月27日）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

※使用スライドの詳細は別添資料６のとおり
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実施風景・使用スライド例 （WS第3回）

▲ディスカッション①

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第3回）

▲実際の最終アウトプット例
▲ディスカッション②

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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実施風景・使用スライド例 （WS第3回）

▲ディスカッション③

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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ブラッシュアップ （9月1日〜9月18日）

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ 付箋、模造紙を使ったワークショップの結果を、成果報告用の資料として整理する。

✓ 整理の過程で、議論の抜け漏れや、データ等による根拠付けを補完し、より精度の高い提言

として取りまとめる。

共通のフォーマット、ワークショップ当日の成果物（模造紙、ホワイトボード写真等）をもとに、市役

所職員が１名／１グループを担当し、資料作成した。

これまでの議論をパワーポイント形式で整理することに加え、各グループ１〜２回その他参加メン

バーを招集しての意見交換や、論点データ集以外も含めて追加でのデータ収集・分析等を行っ

た。

共通フォーマットや、作成過程でのメンタリング（メールベースでの修正提案等）を通じて、各グ

ループ一定の粒度のアウトプットを作成することができた。

一方で、資料作成のスキルや論理的整合性への感度等、担当者による違いは大きいものと感じ

られた。本事業の射程範囲外ではあるが、データ活用・政策立案の前段として、ロジカルシンキン

グやヴィジュアルコミュニケーションの手法に関する能力開発等も検討すべきと考える。

リディラバ（オンライン）WS参加者 市役所職員関係者 ：

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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成果報告会 （9月25日）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告

狙い

実施内容

実施後の
振り返り

✓ ワークショップでの検討内容を報告し、実現に向けたネクストアクション等、ワークショップの

成果を事業等に生かしていくためのフィードバックを得る。

まず，リディラバから本事業の経緯等を説明した。

次に、ワークショップ（第3回）のグループごとに、市役所職員から現状分析や施策等を報告した。

最後に、市幹部・内閣官房・リディラバから各グループの報告に対し，講評を行った。

講評では、「データが官民を超えた相互理解の基盤になっている」「市の、特に観光行政におい

てこうしたデータに基づく議論はこれまで無かった」「今回のようなワークショップを今後も続けて

いってほしい」といった声が聞かれ、RESASを活用したワークショップによる、新しい政策立案の

モデルを示すことができたものと考える。

一方で、「施策として『官民のコンソーシアム形式によるプロモーション』に留まっているが、より具

体的に『どんなコンセプトに基づくプロモーションを行うのか』まで踏み込んだ検討があるとなお

よい」といった講評もあった。初めての試みであった本事業のプロセスをさらに練り上げ、効率的

かつ密度の濃い議論を展開することで、より具体的な施策まで検討を進めていくことが望まれる。

リディラバWS参加者 市役所職員関係者 ： その他（市幹部職員，WS参加者上席等）

※使用スライドの詳細は別添資料７のとおり
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実施風景・使用スライド例 （成果報告会）

テーマ設定
論点の
洗い出し

データ収
集・分析

論点の
絞り込み

具体的施策
の検討

資料作成 成果報告
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（再掲）
RESASを活用した政策立案WSの実施例

ワークショップ参加者（民間事業者等）への事前ヒアリング等を通じて、テーマに関し「どん
な事象が起こっているのか」「関係者はどんな課題感を持っているのか」などを整理。

整理した論点に関係するデータを洗い出し、収集してグラフ等へ加工・分析。
「どんなデータが必要か？」自治体職員とのワークショップ形式でRESAS以外も広く検討
することや、RESASの使用についてはハンズオンでの支援を行うことが有効。

民間事業者等を含めたメンバーで、ワークショップを実施。分析したデータを見ながら、「こ
のテーマにおいては、この課題を解決したい」という論点を見出す。視野を広げるため、参
加者以外へのヒアリング（フィールドワーク）等を行っても良い。

民間事業者等を含めたメンバーで、ワークショップを実施。絞り込んだ論点に対し、「どのよ
うな取組が必要か」「その取組を実現するためには、誰が何をする必要があるのか」「その
中で、行政だからできる／行政にしかできないもの＝政策は何か」を検討する。

役所幹部層、ワークショップ参加者（民間事業者等）送り出し元等に対し、作成した資料に
基づき報告

データに基づく現状・必要な取組・政策提案について、資料に整理。
必要に応じて、再度データ収集・分析等を行うことが望ましい。

論点の洗い出し

データ収集・分析

論点の絞り込み

具体的提案の
検討

資料作成

成果報告

観光、産業振興、教育、人口問題等、各自治体・部署の抱える課題感をもとに設定。テーマ設定
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＜協働実績＞

✓約200企業、109自治体、12省庁とのリレーション

✓茨城県つくば市、大阪府四條畷市との包括連携協定

✓ 30以上の自治体とスタディツアーや企業研修、事業

支援等での実績

（参考）株式会社Ridilover会社概要

＜受賞歴＞

リディラバ

・若者の旅行振興における表彰観光庁長官賞

・農水省主催第14回日本大賞審査員会長賞

・ビジコン奈良 ベンチャー部門トップ賞・観客賞・優秀賞

・KDDI∞ラボ demo dey 4th 最優秀賞

・経済産業省キャンパスベンチャーグランプリ優秀賞

代表 安部敏樹

・Forbes誌が選ぶ「アジアを代表する

30歳以下の社会起業家30人」選出

・平成28年度地域活性化伝道師認定

・長野県「長野つながりコンソーシアム」

アドバイザー（在任中）

・地方創生★政策アイデアコンテスト

全国審査委員（2019、2020）

リディラバは、「社会課題を、みんなのものに。」を合言葉に、誰もが社会課題を自分ごととして考える社会を
目指して問題を知る・体験する機会の提供（スタディツアー・研修）や、社会課題起点の事業開発／政策立
案支援に取り組んでいる会社です。2012年に法人化し、現在では中高生向けの修学旅行や地域住民向け
のツアー作成スクール、法人の企業研修等を手がけています。
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